
多
様
な
産
業
分
野
で
活
躍

加
藤
研
削
工
業

　
加
藤
研
削
工
業
は
メ
タ
ル
ソ
ー
再

研
削
で
超
切
断
性
能
を
付
加
し
た
、

不
等
ピ
ッ
チ
再
研
削
サ
ー
ビ
ス
で
顧

客
支
持
を
集
め
て
い
る
。
不
等
分
割

さ
れ
た
切
れ
刃
に
よ
っ
て
切
断
切
削

時
の
ビ
ビ
リ
振
動
を
大
幅
に
抑
制
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ユ
ー
ザ
ー

の
テ
ス
ト
結
果
か
ら
切
削
寿
命
、
送

り
速
度
の
向
上
、
切
断

バ
リ
の
抑
制
な
ど
、
大

幅
な
改
善
結
果
を
確
認

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
厚
肉
材
の
切
断
に
も
切
削

抵
抗
を
抑
え
た
、
不
等
ピ
ッ
チ
刃
型

も
新
た
に
開
発
し
、
効
果
を
発
揮
し

て
い
る
。
ユ
ー
ザ
ー
が
使
用
し
て
い

る
メ
タ
ル
ソ
ー
を
無
償
で
不
等
ピ
ッ

チ
に
再
研
削
す
る
期
間
限
定
サ
ー
ビ

ス
も
実
施
中
で
あ
る
。

　
丸
鋸
は
モ
ノ
づ
く
り
の
基
本
ツ
ー
ル
と
し
て
、
木
材
・
石
材
か
ら
金
属
、
樹
脂
ま
で
幅
広
い
素
材
の
切
断
に
活

用
さ
れ
る
。
切
断
機
の
な
か
で
も
扱
い
や
す
く
、
使
用
さ
れ
る
産
業
分
野
も
多
様
だ
。
丸
鋸
を
め
ぐ
っ
て
は
、
２

０
１
２
年
の
生
産
額
が
前
年
割
れ
と
な
っ
た
。
生
産
増
の
け
ん
引
役
と
な
っ
て
き
た
海
外
市
場
の
経
済
動
向
も
注

視
し
な
が
ら
、
メ
ー
カ
ー
各
社
は
高
速
、
高
精
度
を
柱
に
、
高
効
率
で
付
加
価
値
を
高
め
た
製
品
の
開
発
、
提
供

に
力
を
注
い
で
い
る
。

◆主要各社の紹介、次ページに続く◆

主
要
各
社
の
製
品
＆
技
術
（
順
不
同
）

丸鋸と丸鋸切断機－高精度・高効率で応える－
ニ
ー
ズ
を
反
映
品
質
性
能
追
求

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ６月６日 木曜日 　　

　
主
要
丸
鋸
メ
ー
カ
ー
が
加

盟
す
る
日
本
機
械
鋸
・
刃
物

工
業
会
の
ま
と
め
に
よ
る

と
、

年
の
丸
鋸
の
生
産
額

は
前
年
比
２
・
６
％
減
の

億
１
５
０
０
万
円
で
、
３
年

ぶ
り
に
前
年
実
績
を
割
り
込

ん
だ
。
円
高
要
因
や
中
国
経

済
の
減
速
な
ど
が
影
響
し

た
。
こ
の
た
め
、
前
年
に
過

去
最
高
を
示
し
た
輸
出
額
も

同
３
・
９
％
減
の

億
５
１

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

年
に
は
生
産
額
が
同

・

５
％
増
、
輸
出
額
が
同

・

３
％
増
と
高
い
伸
び
を
示
し

た
前
年
水
準
を
維
持
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

年

後
半
か
ら
伸
び
悩
み
が
目
立

っ
た
。

　
丸
鋸
大
手
の
動
向
に
つ
い

て

年
３
月
期
決
算
で
み
る

と
、
国
内
で
は
被
災
住
宅
の

再
建
な
ど
、
復
興
需
要
や
住

宅
市
況
の
持
ち
直
し
傾
向
に

よ
っ
て
、
住
宅
資
材
チ
ッ
プ

ソ
ー
や
製
材
・
木
工
チ
ッ
プ

ソ
ー
な
ど
が
比
較
的
順
調
に

推
移
。
住
宅
以
外
は
低
調
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
復
興
需
要
に
つ
い
て
は
、

業
界
全
体
と
し
て
効
果
を
把

握
で
き
る
レ
ベ
ル
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
の
が
実
情

だ
。

　
海
外
に
目
を
や
る
と
、
米

国
市
場
は
自
動
車
関
連
刃
物

や
住
宅
関
連
刃
物
が
伸
び
好

調
に
推
移
し
た
。
東
南
ア
ジ

ア
市
場
で
は
合
板
関
連
刃
物

な
ど
が
増
加
し
、
欧
州
で
は

景
気
低
迷
が
続
く
も
の
の
、

自
動
車
関
連
刃
物
が
順
調
な

動
き
を
示
し
た
。
逆
に
中
国

市
場
は
景
気
減
速
に
よ
る
需

要
鈍
化
に
加
え
、
価
格
競
争

も
激
化
し
て
い
る
、
と
い

う
。
た
だ
、
木
工
関
連
刃
物

で
は
増
加
し
た
と
こ
ろ
も
み

ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
円
高
に
よ
る
逆

風
を
受
け
て
き
た
丸
鋸
の
市

場
環
境
。
そ
れ
だ
け
に
円
高

是
正
の
流
れ
は
明
る
い
兆

し
。
し
か
し
「
期
待
感
は
あ

る
も
の
の
、
逆
に
跳
ね
返
っ

て
く
る
も
の
も
あ
る
」

業

界
関
係
者

と
、
先
行
き
に

つ
い
て
慎
重
な
声
が
支
配
的

だ
。
公
共
投
資
へ
の
期
待
も

あ
る
が
、
円
安
に
伴
う
材
料

価
格
の
上
昇
、
さ
ら
に
は
電

気
料
金
の
引
き
上
げ
な
ど
、

コ
ス
ト
高
へ
の
懸
念
が
あ

る
。

　
４
月
の
工
作
機
械
受
注
実

績

日
本
工
作
機
械
工
業
会

調
べ
・
確
報
値

が
前
年
同

月
比

・
６
％
減
と
、

カ

月
連
続
で
の
マ
イ
ナ
ス
と
な

る
な
ど
、
足
も
と
の
好
材
料

も
ま
だ
少
な
い
。

　
為
替
レ
ー
ト
の
動
向
に
関

心
が
集
ま
る
な
か
、
中
長
期

的
に
は
生
産
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
視
点
が
外
せ
な
い
。

人
口
減
少
へ
と
進
む
日
本
。

各
分
野
で
国
内
需
要
の
減
少

が
予
想
さ
れ
る
。
丸
鋸
に
限

ら
ず
、
日
本
で
の
モ
ノ
づ
く

り
に
共
通
す
る
問
題
だ
。

　
拡
大
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

近
接
し
た
と
こ
ろ
で
の
生
産

が
重
要
に
な
る
。
丸
鋸
に
携

わ
る
各
社
も
海
外
展
開
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
さ

ら
に
先
を
見
据
え
た
新
興
国

で
の
生
産
体
制
や
営
業
拠
点

の
整
備
な
ど
、
海
外
戦
略
へ

の
一
層
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
。

▲石
膏
ボ
ー
ド

住
宅
資

材

用
チ
ッ

プ
ソ
ー

　
丸
鋸
に
問
わ
れ
る
要
求
に

は
、
高
速
、
高
精
度
に
よ
る

切
断
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

に
環
境
対
応
や
歩
留
ま
り
向

上
、
静
音
性
な
ど
へ
の
対
応

策
も
求
め
ら
れ
る
。
各
メ
ー

カ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
品
質
性
能
の

追
求
に
余
念
が
な
い
。

　
高
速
化
に
つ
い
て
は
、
刃

厚
を
薄
く
す
る
薄
肉
化
へ
の

対
応
が
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
環
境
対
応
、
歩

留
ま
り
改
善
に
も
な
る
。
刃

を
薄
く
す
る
と
被
切
削
材
と

接
す
る
面
積
が
減
り
、
摩
擦

力
が
低
下
。

切
断
ス
ピ
ー

ド
の
向
上
に

つ
な
が
る
。

切
断
負
荷
が

抑
え
ら
れ
れ

ば
、
電
力
消

費
の
抑
制
が

で
き
る
。
ま

た
、
薄
肉
化

は
切
断
時
に

発
生
す
る
切

り
く
ず
を
減

ら
す
こ
と
に
も
な
り
、
歩
留

ま
り
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
ミ
ス
ト

噴
霧
に
よ
っ
て
摩
擦
を
少
な

く
し
、
台
金
変
形
に
よ
る
製

品
不
良
も
低
減
す
る
技
術
を

備
え
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ

る
。

　
ま
た
、
材
料
を
引
っ
張
る

ク
ラ
ン
プ
機
構
を
採
用
し

て
、
ロ
ス
改
善
を
追
求
し
た

メ
ー
カ
ー
も
。
生
産
の
効
率

化
を
追
求
す
る
ユ
ー
ザ
ー
に

と
っ
て
、
歩
留
ま
り
改
善
の

ニ
ー
ズ
も
強
く
、
メ
ー
カ
ー

で
は
高
速
化
や
高
精
度
化
の

追
求
と
と
も
に
、
こ
れ
に
対

応
す
る
機
能
も
強
化
し
て
い

る
。

　
高
速
化
に
伴
い
出
て
く
る

騒
音
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

鋸
歯
形
状
の
工
夫
や
、
鋸
表

面
に
複
数
の
ス
リ
ッ
ト
を
入

れ
る
な
ど
の
対
処
方
法
が
進

ん
で
い
る
。
切
断
品
質
に
つ

い
て
も
、
被
切
削
材
と
の
摩

擦
係
数
を
抑
え
る
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
表
面
処
理
が
進

み
、
バ
リ
や
摩
擦
熱
に
よ
る

ヤ
ケ
の
発
生
が
少
な
い
製

品
、
溶
着
し
に
く
い
製
品
化

が
進
ん
で
い
る
。


